文字おこし

皆さん こんにちは林の行ですさあ今日はね売り 圧力レシオっていうこういうねあの売りに 関するえテクニカル分析このお話をねさせ ていただこうと思います さあ今日の狙いですけれどもテクニカル 指標の使い方を 学ぶそうだね今回が初めてだねテクニカル 指標をま詳しくお話しするのでテクニカル 指標というのは手じまに用いることがあり ますただし会には用いないんだよねこれは え僕独自のやり方であって買いも テクニカルであり売りもテクニカルでや るっていう人は結構いるでしょ皆さんたち の中でも売ったり買ったり全部テクニカル でやってるってしいるじゃんでそれは僕の やり方ではないってこういうことですよだ から売りだけね手じまする時だけ用いる ことがあるとねいつもじゃないのそういう
お話をし ますさあえ今日の順番はまず最初に テクニカル分析っていうのをどういう風に 使ったらいいのかなっていう話をします これ一般論だねその後えこれ売り圧力 レシオこれ僕が開発したものですですけど この定義をお話ししてま事例から色々理解 していきましょうで最も役に立つ場合大 成功中成功働かない場合ねそれから他の シグナルとの比較も簡単にしておきたいと 思いますねこういう順番で話す よまずテクニカル分析の用い方というのは どういうものなんだっていうとこから話し ます ねでテクニカル指標っていうのはえこれ僕 の場合ですけど買シグナルには用いないの でテクニカル上魅力でも株は買わなって いうことだよでテクニカル上どうして買わ ないかと言うと え要するに安いと安い底から株が上がって
くる時にテクニカル指標が買いと出るんだ よねで安いものを買うっていう考え方が僕 にはないよね皆さんもうだいぶ分かってき たでしょ ね買うのは新高値なんだよで ファンダメンタルの良好な株だけを買うの であってテクニカル上安値から上がってき た株を買うという考え方じゃないってこと だよねだからこの1番目はとっても大事な 考え方 ですで2番目売りつまり手締まりだね手 締まりのシグナルにこれを用いますで保有 してる株っていうのは下がればやっぱり損 が出るじゃんところがこれ今まで買って ない株をああちょこんな上がっちゃった うんせっかく利益取れたのにもったいない ことしたって話はあるよなでもそれって もったいないことしたとしてもそれはえ 実存は出てないよそれはね機械損失はあっ たけど実存は出てないま実際買っちゃっ
たらそれ実存になるよねだからこれ全然 違うよねだからその売に関しては機動的な 対応が必要だってことも分かるよねだから テクニカルが悪化したら売ることも やっぱりあるんだよだけど通例は ファンダメンタルの悪化が売りの理由なん ですよこっちが大事なんですよでも テクニカルを見て悪かったら売ることも あるんだってこれがねま今回の考え方の 基本にあり ますしたらテクニカルにどのように通する のかっていうことですねでね皆さんの中に はもうすでにねテクニカル分析結構やっ てる人いるんだ自分の好きなテクニカル 指標ってのはある人いると思うんだよなそ それにもう成通してたらそれでいいしして なかったらまちょっとこうやって るっていう人はもうちょっとそれを深めて もいいですよそうしたらメリットとか デメリットとかもう分かってきたじゃん そういう人
はでこれねどのテクニカル分析でも似た ような傾向があるんですよねだから1つ さえその分かればまああとは何とか分かっ ていくってことなのでこれ1つさえ分かれ ばテクニカル分析がマスターしていくこと ができます よ1番大事なのはメリットと ディメッラて分かることなんだからねそし たらテクニカル分析って大体マスター できるじゃないですか 僕はどうだろうなあテクニカル分析ってま 100種類は最低あると思うなその中で何 種類ぐらいかな自分が知ってるのって10 種類もうちょっとかなだからそんな皆さん と変んないかもしれないよだけど僕は自分 であのテクニカル分析をまマスターとは 言わないかもしれないけどかなりえ使い こなせると思うんですねえでそれはメリッ とデメリットというのが分かってるから
です よでここから売圧力レシオについて僕がお 話ししますねえどういうことかって言うと この考え方はね同じ下げ幅でも出来高が 小さいほど売立力が小さいっていう風に 考えるわけだ株価がこういう風に言ってる とするだろうこういう風になで特にこれ できだかこうあるんだけどこの今隠れ ところが仮に今ないとしたらできだか 小さいねここほらここまでだからできだか 小さいでしょできだか小さい時とこの隠れ てるところが本当にあった場合はこれ下げ 相場でこれ出来高が大きいんだから売圧力 がでかくなってないだからここに書いてる ようにこの分の出来高が減ればその分売り の圧力が弱まるってこういう考え方になら ないか なねここが1番大事な考え方なん だでどういう風に考えていくかっていうと こんな風に考えていくんだ売り圧力レシオ
というのは上昇の値幅と加工の値幅ねある 期間のこの値幅これをね日々の出来高過重 で計算していくんだで値幅の計算には1日 のはめね高値安値終わりねでやっていくて こういうことなの ねでさなんだかこれわかんねえなって思う 人いるだろうなここでこれだけ見てああ そうかそうかって分かる人いないんでだ けどまとりあえず定義はこんなもんなんだ よってこういう風に覚えてで後からあの 実例出すからそれで分かればいいんですよ で似てるような指標にRSIっていうの あるんだけどRSIはえ上昇の値幅と加工 の値幅これまま全ての値幅とねで上昇の 値幅をあの分子にしてで この計算の場合は1日の値段は終わりね のみをこう用いるんだで僕の場合はこの 1234つの値段を用いるとともに出来高 を用いているでこの場合は終わり値だけを
用いて出来高かも用いない考え方は とっても似てるのが分かるでしょねえま こういう風にえやっていきますじゃあ レシオは実際どういうことなんだっていう のをからお話ししますね え株価の動きをローソ足からまず推定し ます まここが1日目これが2日目の株価の動き だとしてでここはまあのその前日の動きな んだけどこれえーここが前日の終わりねだ よねこの前日の終わりねから翌日のはめね はここだねここが翌日のはめねだからこれ えこれま夜中の間にって言っていいかな あの翌朝の9時までにこくっとこう株価が 上がったの分かるよねだってここからここ まで来たんだからこれくっと上がったね 上がったとこは赤い線だでその後この日の 動きをどういう風に解釈するかと言うと これは陽線の日だからこっから一旦下がっ
てそれから上がって日運と上がって最終的 にはこういう風についたってこうこういう 風に読むんですねこの陽線っていうのは 必ずしもあの日中どう動くかは分からない んだけれどえそういう風にこの陽線の日は 解釈しますもう1度言うぞここではめねを 最初につけてその後安値をつけてそれから 高値をつけて最後は終わりねをつけ るってこういう順番に動いていくっていう 風に解釈し ますそうするとここだ今ここにるでこれだ ねこの黒いところだねここにいるとしるね そうしたらこっから下がるじゃんねこれ 下げてるね下げてるここ下げてるでこっ からこう上がっていくじゃんねこっから こっとこう上がっていくじゃんでこの 上がってくからこの赤い線だろで最終的に ここ下がってるだろほらこう下がってて こういう順番だよだからこの日の動きは 最初にこう赤くなってねこっから9時だで こっから下がってでここを下げたね今度
上げまた赤い動きで最後は青い動きになっ たとこういう風に解釈するわけですよでえ 翌日はどうかって言うとここがえ前日の 終わりねだからここが翌日の初め値だから そうするとえどういう風な動きになる かっていうとこの株価からこの株価まで まずこう上がるよねここまで上がるねこの 辺までねでこの日の動きっていうのはまず この高値をつけてから安値をつけて陰線だ からね安値をつけて最後こう戻すってこう いう動きでしょそうするとここで見ると今 ここ自分がいるんだよな朝の9時にそっ からぐーっと上がっていくわけだねそれ から今度ぐーっと下がっていくじゃんね その日のま中心的な動きだで最後若干 揺り戻しがあってこうやって上がっていく とだからここはこういう上げの上げのこう 線ともっと長い下げの線がこういう風に
あるとこういう風に仮定する分かるよねで これが え2日間のローソ足の動きだよとこういう 風に解釈しますさあじゃあえ1日目のね 売りと買はどうなってるかっていうとまず 前日の終わり値が910だったすでしょで 始め値が915だとしたらこの間どうなっ てんのこれ5円上がったじゃんほらなこれ 5円上がったじゃんこなそれから安値を つけたろその日の安値で90円まで元に 戻したからここは5円マイナスだよほら 売りのあこれね売りの力5円マイナスで こっからえ925NHまで上がっていった からねこ10円から25000まで上がっ たから15000の上げの力だそしてこの 25から20円に下がったからねこれ5円 下がったろそ92円から20円これ5円 下がったとそと上がってる力を合計すると
5円と15000で20円だよで下がっ てる力を合計すると5円と5円で10円だ 分かるよね当日の動きは20円の上げの 動き買の動きと10円の下げの動きこれ 売りの動きだね合計30円でしょ 当日の出来高が仮に12万株だとするとさ 買の動きの株数は20だろなこことここ 分かるなこれ20と30これで30のうち 買は20だから8万株だで売りの株数は 12万株のうち10だから4万株でしょ これ両方足すと12万株でこれと同じだよ 当たり前だよなこういう風に考えていき ます さあじゃあ2日目についてお話しするよ さあ2日目は前日の終わり値が90円だっ たところに初めねが925NHまで上がっ たからこれは上げだからここで5円上がる
力が働きましたそっからまた930まで 上げました要するにこっからここ見たら 5円上げたねこれ5円上がりましたそっ から930から905まで一気に下がった んだこれいくら25000下がったなこれ これこれほらこれ25000下がったで 905から9110までちょっとだけ戻し たからこれねこれ上げだ905から910 戻したからこうなったそうすると合計する と上がってる力は5円5円5円で全部で 15000だよで下がってる力は 25000ここ2円これ両方を足すと いくらね当日の動きは15+25だから 40円じゃんなこれが全体の動きだで当日 の出来高が8万株だとするとよこれ8か 440だねこれ15ねで売りは8万株から 4405ここ25だねそうするとえ買いの
株数は83万株だよで売りの株数が5万株 両方足すといくらこれは3と5足して8 じゃんこの8万株だろこういう風に見て いき ますさあそうすると1日目は買いの株数が 8万株売りの株数が4万株だ2日目はえ 買いの株数が3万株売りの株数が5万株 ですよでこれ合計するとさこの2日間で 11万株じゃんこっちはこっちは9万株 じゃんだからこの2日間の2日間だけの 売立力はどうかなって言ったらね売圧力 こっちがえ9万株こっちが11万株だて 言ってこと9÷11だと で20日にしちゃったらこれ分かんなく
なっちゃうじゃんこんなも20日にみんな で説明したらだからたった2日にしたんだ けれどこれは20日間でやるのねそうする と 116から 11%となるなった場合があるからこの 数字は色々移動するよねでこうなった時に 売サインだという風に考えるわけですこれ が売圧力レシオの考え方です分かったかな これね分かんない人ねもう1回この時だけ ねこれ動画戻してみたら分かりますよ そんな難しいこと俺言ってないもん なで事例から理解していきます ねで最も役に立つ場合はえこんな感じなの ね大え冒頭株まZOOMムっていう会社が あるよねこれがアメリカの会社ですけれど もこれをちょっと見てみましょう業績の 限りを見てからではねやっぱり売るの遅 すぎるんだねこの話しますね でこの会社は業績の流れにあったえ時代の 流れにあった企業なんだでコロナの拡大や
パンデミックってのがスタートしたね 2020年の1月2月ぐらいですよで リモートワークが一気に拡大したんだなで 顧客との会議もリモートになったとで昔は ねお客様の元に行かない営業なんてありえ なかったんだよね必ずお客様の元にはね その足を運ぶってのが当たり前だったんで これがそうなんだけどだからこんな営業は 従来は失礼先番だったわけだよでも今や別 にそれ良くなっちゃったじゃんZOOM 会議が一般的となりました よでえこのZOOMのねえ技術的な有用性 もありますえまず参加者がねアカウントを 一一作成する必要がないんだただそこに あるえURLをクリックするだけででき ます 今までなかった新機能ができて画面共有 なんてのもね始まったんだねだから僕が 作ったえExelのシートえ参加者全員が 普通にこれ共有して見ることができるん
だったね昔はできなかったのよで バーチャル背景なんてのも入ってきてね 後ろにさなんか洗濯物干してんのとか見せ たくないもんなだからそういうの見せない で済むようになったよで参加者も1000 人まで対応できるんだだぜこれすごいねで だから前はSkypeっていうのが とってもまあ有効でまこれ無料電話だった んですけれどもでこういうのに比べて技術 的な優位性が圧倒的になったわけですよだ からZOOMは爆発的に人気が出たんだ なでこれがZOOM社の業績なんですよね 業績がこんな風に動いてきたんだけれどえ ま最初この辺ずっと えまマイナスでしょこれはま赤字だねこれ ちょうど0これもマイナスだこれまプラス これ0だからまこの辺はま本当に ちょびちょびやってたんだねでまここもま ちょびちょびやってるよでこっからだ 0.6っていうのはちょっとこうえ
パンデミックじゃないけれどこの辺でえ コロナがやや始まり始めたんだねでここ4 月はもう結構もう始まっちゃって飛行機 なんかも乗る人が減ってきたところだで この 0.6300m から5月にかけてえ東京なんかではえ百貨 店がもう毎日閉じちゃってえ僕この時に たまたま新宿でええ撮影の仕事があってね 新宿駅に行ったんだけれど新宿駅の駅前 広場なんかさひこ1人いないのよ1っこ 1人いないとこに何がいるかって言うと鳩 だけがいるんだよだからもう鳩のもう たまり場になっちまってもう人より鳩の方 がやど多かったよなそんな時だったでここ 0.09に比べたら
0.6300m大きなこれ伸びでしょね 大幅増益達成で 0.66%どんどん多くなるまここ ちょっと下がったけど1.041.11 1.61とこれすごく大きくなったじゃん でこの後急速に下がった0.37ね 0.150.160.35で前年同期費の 伸び率を言うとまここずっと100から 200%でこの 0.6300m50%だぜで6500だよ これすごい伸びをしたんだでここまで 85%の伸びでここでやっと-5050% だから当然これはもう売らなきゃいけない ね-5050%だからこういう風になった のだから業績で売るとするとここですよね 業績で売るとするとここで業績だけで買う とするとまここもいいかもしんないけど ここだよなでこれをどうなってるのかって いうチャート上を見ていきましょう よでこれがチャート上なんだなでここが
100ドルだった株がよねこれずっと 上がっていってま600ドルぐらいまで なるんだけれどねこれ大幅に上がるんだ けどここここが最初の買だよねでこれは だって新高値を抜けたんだからここが買な んだけれどここだともう工業績が始まった ところだねだここで変えましたよで遅れ ちゃった人は次ここここも新高値だった から変えるところですよねどちらでも工業 績で買えるタイミングだってそれこっちが いいけれどなかなか気づかない人はここで もいいわけさでぐぐぐぐぐっと上がって いって下げ始めたんだけれどこの辺で売り 圧力レシオの売りが出てるんですよだから ここで売れるわけだで株価はずっとこう 下がっていってこういう風になったんだ けどこの時点分かるこの時点で最高撃を 達成してます会社は分かるこの時点だぜで 業績がさっき言った-50%になったのは
ここですよだからここで売るとしたらここ になるわなでもよく見てよここで売りたい かこの最高撃のとこで売れる人はいないん だこれからまだ最高撃続くかどうかわか 分からないからねだ売れるとするとここな んだな業績でここで売たいだってここでる とさこれずっとこう見てったらさなま ちょっとこう儲かってはいるけどさこれね これだせっかくここだけ夢見たのにさこれ ずっと来て行ってこになっちゃってる じゃんよやだよなこれこれ書いてるのに 業績でいるとタイミングがあまりに遅い でしょそれだったら売り上力レシオがいい じゃんここで売れるんだったらどっちが いいだってここで売るのとここで売るの 誰が考えたって分かるよなそれ ねでえこの売圧力レシオのシグナルをもう 1度えズーム株でえ詳しく説明するとえ この辺からずっとこう上がっていってここ
を超えたらこの赤い線を超えたら売りなん でここで1回売りシグナルは出てしまった んだねだからこっから1度売るんだよでこ ここでもう1回新高値でえ買い直しわけ これでずっとこう来てここで え今度は本質的に最終的に手じまうんもう 1回最初のチャートに戻ってみるとこれ 同じチャートなんですけれど もこの辺りで1回売りシグナルが出るんだ からもう1回ここで買うんですよそれで ここで売り圧力レシオのええ新骨張が出る ねでここで売るとえこういう風になり ますでここでえちょっと売圧力レシオから は離れるんですけれどもね本来はちゃんと こういうのはまた別話さなきゃいけないん だけどせっかくここでええこういうテーマ が出たからこの話だけしとこうと思うんだ これ売り圧力歴でとは関係ないんですよで
もね上場直後の株っていうのはね買わない 方がいいですよこの株がそうなんですけど どういうことかねこれからお話しします ねここが上場したんだなズーム株でこ 上がっていってこう下がってここで買っ たらどうですかて僕は言ってるわけここが 高値だからこの新高値を抜いたここですよ しかもえ業績からここは変える初めてのえ 黒字達成の市販機の後だからここいいのね ここで買うの素晴らしいんでですよでえ ここで買うのがいいのであってここでは 買わないんだ よだってさてこういう思うしてるよだて ここの方が安いじゃんここよりだから こっちで買った方がいいんじゃないって こう思う人ているんだないやそこはそうな んだよだってそれは結果を見てるからそう 言うんだよだけどこの後これ上がっていっ た後よこっから4割下がってんだぜ これそうするとこの人どう思うかて言うと
まあ上がったあいいなこれ上がったな随分 上がったなってこう思ってここまではいい じゃんでここずっと下がってきたら心配に なるぜ心配になったらどこでかわかんない けどこの辺で手しまっちゃうよいやこの株 危ないなもう2度と買うかみたいな気に なっちゃうでしょだからねこういうのは やめた方がいいんだ でま不幸中の幸いなことにこの会社はここ からこれだけ上がった後に4割下がったよ ねなところが多くの場合この日が高ない つまり例ここが上上日ってことも結構ある んですよこれでこれ4割差あるとなったら これ大然しちゃう でしょでこういうことなの上場直後下落が 生じるのが通例なんですね上場株ってのは だからこの場合は高値から4割下がったん だけれどこの辺りに上場した会社はえこの 上場値から4割下がるま何割かってのは
決まってないですけれどもなのであんまり ね上場株ってのは手を出しちゃだめなの どうしてかって言う とこういう新しい会社の場合はPRをどの ぐらいにしたらいいかっていうのを投資家 がまだ迷ってるんだよね新しい業種でしょ そうするとこれ高く買うべきなのか20倍 がいいのか30倍がいいのか40倍がいい のかって分からないんだよ投資化としてそ だから迷いが色々あるのでその時にえ買う のはやっぱり怖いんだよねで応にして最初 のうちは高く評価してしまうんですよだ からこういう株には手を出さない方がい いっていうのが僕の言ってることなのねで こいう話はまたえ日本の株でも新しく常事 する会社があるからそれ時にまた何回か あの別の例を出しながらお話ししていき ますけれども一応そういうことをね ちょっとあの売圧力レシオから離れた
けれどもお話してきまし たさあじゃあ売圧力レシオに戻って大成功 例を見とこうね上昇相場中に売りシグナル が出なかったようなこういう例 です日本優先だ日本優先はまこっからずと 株価が上がっていってちょっとこう下がっ てまたこう上がってったんだけれどここが 売上力レシオが出るラインなんだよなで ここ色々上がったり下がったりしてこの レシオの数字はあったんだけれどこれ全然 売り出てないじゃんでここで初めて出た わけだでここはどこかっていうとぐぐっと 上がっててここが株価だからこれ結構取れ た じゃん でこういう風に思してないどってお前最高 じゃないじゃんここが最高じゃんここで俺 は売りたいぜみたいに思う人いないそれは 欲張りってもんだよなだってさこれ考えて みこれこれさここからここまでさ半年以上
あるぜ半年あってさまそんなに取れない じゃんでこれだけさ半年少ない時間って ここまで取ったらいいやなそういう風に 考えるのよだからこれはとてもいいでだっ たということになりますねさあ三井不動産 も見てみましょう三井不動産の株価っての はこういう風に上がってきてさここが 上がってきて1回これ下がるぜこうやって でまたこっからえこうやって上がってい くってこういう話ですよそんな中でここが 初めてレシオがこのブレイクしたところだ ねそこまでこれブレーク1度もしてない もんなここでブレークしたんだからこの辺 がま売りですよね手じまそうしたらさこれ もさっきと同じだけどこの最高値では売れ ないにしろま結構いいとこで売ってるよ これだからとってもいい例になってるよね これそしたら中性高齢についてもあのお 話ししましょうえ山が大きい山ごとにえ
売るシグナルが出たとねこういうことでえ 見てみましょうトヨタ自動車ねトヨタ自動 車っていうのはええ株価がこんな風にこう 来てこうやってここで出てでこれから株価 がこう下げていったっていう歴史があり ますさあ実際見てみるとここで1回 ちょっと出たんだなここねほんのちょっと だけかすっちゃって出ちゃってるよでえー ここも2回目出てるよねでここがずっと 上がっていってまたここだここで初めて出 てたとこんな風に出ています ねだからこれ1回2回最後に3回目がこう 出てるってこういう風なのでさっきに比べ てシグナルの出る回数が多くないまそうな んですよでこの場合この場合どういう風に なってるかっていうとここでまあ1回売っ てさ1回売ってここでもう1回買うことに なるなでまたこう下がってきて
えこれますぐ売るんだけまたここで買うと こういう風な流れにここの場合はなります でここで買ったらもう1回これずっと取っ てってここで売るとこういうことになり ます ねで三菱UFJだこれも株価がこの 700円台ね600円の後半ぐらいかな ずっと上がっていって最後はこれ 1800円まで出てますけれどもどうだっ たかって言うとここが売りシグナルだから ここの辺で1回売ることになるよねでその 後これ売ったらこのまた新高値を抜いた ここで買い戻すんでずっと来てここでまた 売りシグナルが出てるってことはこの辺で 1回売るんだでここでまた買い戻してで ぐっと来てでここでまた売るとこういう風 な流れになるねだからさっきの日本優先に 比べたら何回か えシグナルが出てるこういうことになり ますね
じゃソニーについて見ていこうかソニーは えこの1000円ちょっとのところから 株価がずっと上がっていってさでまこんな 風に株価がずっと来てずっと来て最後は まあ3000円弱までこう行ったという 流れですけどもその中でここで初めて売り シグナルが出たねだからここここでこうま 1回売るわけですよでえこれでもさ売る からさ最後まで全部ずっと持ってたいなと 思うかもしれないけどよく見てこっから ここまで下げたらさやっぱ一旦ここで売り たくないだってこの下やっぱり心配だぜ これこれ悪くないんだよ決してでそうする とどうするかっていうとま こここの新高値で買うことになるよねで これまた上がって え上がったけどここでもう1回売ることに なるからこう下がってきてで今度ここね この前のの高値を抜いたここで買うことに なるわけだでこうぐーっと切てこの辺りで 1回売るとねでえ最後はここここがえこの
辺りかなえ売シグナルが出てるこういう風 になりますよねやっぱり何回かえ売り サインが出てるこういう風なえもの ですで働かない例あんまりうまく働かない 例って言って持ち合い相場ではねシグナル が頻繁に出ますで基本的にテクニカル分析 の問題というのは持ち合い相場なんだよね で持ち合い相場じゃあんまうまくいかない わけだえそれがえこの売立力レシオでも ちゃんと出ているっていうことなんですね それも理解して欲しいですえこれは日本 優先の え2018年から2020年のねありどう いう風に動いてるかっていうのを見てみ ます株はこんな風に動いてるんですよこれ ま持ち合いじゃないですかこれねま上がっ たり下がったりあるけど大体横売券じゃ ないですかその時にえ売りがどう風に出 てるかてまずここで出てるよねこれ初めて
これ抜いたでしょだからこの辺で出ては いるんだでこれもこの辺で出てはいるんだ でこれもえこの辺で出てるってことねこの ちょうどここ辺りで出てるこれもこの辺で で出てるでこれもこの辺で出ててこれも この辺で出てるんだから大体高いところで 出てるという意味では決して悪いシグナル ではないのよ悪いシグナルでもないけれど これ自身はこんなに出てて使えないもんね これこれ自身はねそういう意味で働かない と言ってるのであってこの狭いレンジの中 ではいいところで出てるという意味では いいところでは出てるんだ けれどこれ自体がえ何か売りKに役に立つ シグナルになってないという意味では働い ていないってこういう風に申し上げてる わけ です え任天堂についてはこんな風に考えますね えこういう風にこう上がってきてちょっと
こうもたもたしてえこういう風に来て こんな風になってたんだけれどここ1回目 の売りシグナル出てるよねここねだって ここ抜いてるからでもこれまできればね これ占いで保持したいところだよなここは なそんなに下がってるわけじゃないからで ここも1回売りシグナルがここで出るんだ よなこの辺 でまここもそうなんねねそうすとまたここ で買い戻すんだけれどまここも実際この まま持っていたいなと言えば持っていたよ ねそんで最後はここだここが初めて え売りシグナルのラインがこう抜いた ところだからここだから高値で今ここで 売れるからまあまあこれ悪くはないんです けれどもまこういうところができれば売ら ずに指示えこのまま持ちたいなってこんな 感じはあり ますなここに書いといたよもう1回 えここで新高買えをするんだよな株価は それでここでも新高買えをするわけだだ
から新高買えをしていけばいいんだけれど もここはさここで買ってもうすぐここで 売るここ抜いたから売ることになるんでま 売ったばかりですいません逆だえ買った ばかりで売ることになるよこれそうすると さなんかやっぱり大丈夫かなって気になら ないそういうところがちょっとやっぱ問題 っていや問題なんだよ なさあ他のシグナルとの比較についてもし ておきますね でテクニカル指標ってのはさっきも言っ てるように自分が掴んで使い込んでいる 指標があればそれを継続して用いてもいい ですよなぜかと言うとどの指標にも1兆 一端があるからだとで売圧力レシオの特徴 について話しておくと情報量が他のえ レシオに比べて圧倒的に多いですなぜかと 言うと株価の計算としてこの4本音高値値 初めね終わりね4つの値段を使ってるのと
出来高を使ってるから情報量が圧倒的に 多いんだだからメリットしてはメリットと してはね騙しが比較的少ないんだ情報量が 多いからだけどデメリットとして計算式が まちょっと複雑なんだなただ皆さんは僕が 提供してるえスプレッドシートが使える からそれは別に自分で計算しなくてもいい んだけれどまこれ自分で作るとなると ちょっと大変なんだよねで特定の指標に 特に思い入れがない人っていますよね自分 はまあ初めてだしな えまもしかやったとしても別にどれがい いってこともないよなと思った人は売り 圧力レシをまちょっと勉強してみたらいい じゃないってこういう風に言ってんので 使う前には必ず自分で何回かチャートを 入れてみて実際あこんな感じなんだなって いうのを分かって欲しいの ねじゃあその え対象的な
え他のレシオとして何を ま検討して比較しようかって言うとRSI がいいですでRSIはレラティブ ストレングスインデックスと言って相対力 質という風に訳されますで相場の加熱感ま 買われすぎ売られすぎを示すテクニカル 指標だという風に言われていますで計算式 はこうだえ上の方これ分子は上小幅下の方 は上昇幅と下落幅を両方足したもんだで 20日間で80%となったら売りですよっ てこういうレシオなんですねで上昇幅下落 幅は当日と前日の終わりねの差額で決まり ますねこういうレシオなんですよでこれを 見てきますねでこれは日本優先の場合の例 を見るとでRSIでここが80%です けれども見るとここ1回2回これ3回かな これちょっとついてないかもしれないから
ねでこれが3回だねで4回5回6回と出て ないこれ売りが結構出てるだろこれ上昇 勝てで何回もシグナルが出てるよねこれ 結構出てんだこれに対して僕の作ったえ売 圧力レシオの場合はほらこれ全て出てない でしょここで初めて出てるじゃないだから シグナルが頻繁に出てないのさそういう点 ではRSIよりは えま優秀だとこういう風に言えるよ ねさあということで今日のまとめとしては ファンダメンタルじゃねやっぱり乗りきれ ないってこと結構あるんですですよでこの 場合テクニカル分析を味方につけて欲しい わけですねでその中では売り売り圧力レシ はさ結構優れたツールであるっていうこと なのだからあの皆さんがテクニカル分析を 知りたい場合はこれを是非参考にしてやっ
てみてくださいで必ず自分でいくつかやっ てみてあの練習してからもちろん用いるん ですよということで今日はこれでこのお話 を終わりにいたしますそれでまた失礼 いたします
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